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ＩＯＣＯＡ会長に就任して会長坂本徳成１１
１日本臨床整形外科医会(JCOA)が発足してす｡ここ２．３年後には､日本整形外科学会認定Ｉ
｜満,0年が経過し､大阪臨床整形外科医会(ＯＣＣ医取得後研修の単位制に即した研究会も実施するＩ
ＩＡ)も7年目を迎えるに至りました｡その間越宗必要があると考えております。 １

１正先生を世話人代表に､お忙しい稲松滋先生､原一方親睦面では､７月22日に第１回OCOAゴＩ
｜省吾先生､大村清先生……龍先生方のお世話で、ﾙﾌｺﾝぺ(於竜王ｶﾝﾄﾘーｸﾗブ)が開催さ’
Ｉ着々とその基盤が築かれておりましたが､58年１２れ､秋(10月27.28日)には親睦-泊旅行も計画１
１月､越宗先生が引退されるにあたって皆様方の御致しております。
｜協力や御援助により､現在のような理事会が発足対外的には､４月22日・６月23日に行われた各Ｉ
｜致し､微力ながらも会長という大役をお引き受け県代表者会議､４月１９日･７月15日の社保懇談会､｜
Ｉすることになりました｡以来半年が過ぎ､各理事そして数回にわたる保健懇談会や近畿ブﾛｯｸ会１１
１の先生のお力添えにより、会員も１０９名に達し、への出席等々 ………。 ｉ

Ｉまず講一に正確な名簿作成を試みました｡また、このように少しずつ形態をととのえつつある本’
１理事会も回を重ねること5回。会の諸行事､諸計画もすべて会員の諸先生方の御１
１学術面では､２月25日に､現関西医大教授小川協力､御援助があって有意義なものになることで｛
Ｉ亮恵先生による｢老人における整形外科的疾患」ございます｡まだまだ遅々 とした歩みではありまＩ
｜の講演会､５月26日には保健医協会主催の香川医すが､皆様のお考えをどんどん吸収して､より充｛
１大教授上野良三先生による｢変形性股関節症の治実した会へと発展させて行きたいと存じます。１
１療｣の講演会の協賛､また今年後半には第'回症どうか今後一層の御指導､御鞭縫をお願い申し’１
１例検討会を．そして12月１日には奈良医大玉井進上げます。

１
１助教授による手の外科の講演会も予定しておりま ’

１
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副会長就任のご挨拶

昨年ＯＣＯＡの総会にて総務担当副会長として

選出されました。浅学非才を顧みず、おひきうけ

いたしましたが、ＯＣＯＡ会員の団結並びに、会

健保関係の事業目標

年々厳しい状況を来たす、今日今頃です。新規

の事業も、目新しいことも今の所ありませんが、
出来るだけ意義のある事業を致す所存です。

（１）健保法改正後の対応

最も大きな問題が今年度は提供されそうです。

(１）

副会長三橋二良

員の権利擁護につながる重要な賢務を、一生懸命

果たす覚悟でございます。よろしく御援助の程お

ねがいいたします。

健保担当原省吾
新聞紙上での発表よりみて、吾々もこの対応には

頭を痛める所です。皆んなでいい智恵を出して下さい。

（Ⅱ）医療行政の将来展望

７月15日東京にてＪＣＯＡ社保懇が開催され厚

生省医務局、古川貞二郎医務課長の講演があり、
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秋の症例検討会に御協力を

整形外科の医局を育った開業医が年々増加し、

地域医療の面でも他の科と匹敵し得るようになっ

てきました。今後、我々が地域医療等で活躍する

ためには従来のような出身医局との間の縦のつな

がりだけでは不充分で、どうしても開業医同志の

横のつながりを緊密に保つことが必要であります。

従って整形外科開業医がお互いに知識や傭報を交

換する場を持って親睦と団結をはかることが、き

びしさを増す医療環境の中で生き残って活踊する

一つの途であると思われます。このためには越宗

税と社会保険負担。

開業医の未来。

医師数の増加。

医療費の適正化。

診療報酬

医業経営の安定確保等でした。

。
◎
。
◎
。

。

学術担当黒瀬寅次

ただき専門家の提言を交え乍ら地道な活動を通じ

医療の向上に資すべきではないかと考えておりま

す。会員各位の御協力をたまわり責の一端をはた

したいと思います。こうした検討会を土台に会員

にサロンの場を提供すれば自然に診療報酬、将来

の開業医像、病診連携等忌禅のない意見交換も可

能となり本会発展の一助ともなりうるものと考え

ております。

現在医療をとりまく環境は暗く又ニューメデア

時代の医療を暗中模索していかねばなりませんが、

当面急速な高令化社会においては運動器を司る我

々整形外科医の未来は、運動療法、リハビリテー

ション等、他科にない明るい展望がひらかれる余

地がありますb明るい希望をもって前進したいと存じます。

医療の向上をめざして

初夏の候先生には愈々御健勝の事とお慶び申

し上げます。ＪＣＯＡも各地にブロック制がしか

れ全国組織として活溌な活動を展開致しておりご

同慶にたえません。

昨今の医学の進歩は飛鰯的でありますが、アカ

デミックな大学研究室の医学者と医療に従事する

第一線の医師と間に或る離間を感じると同時に両

者間の有機的な連携が必要となって参ります。今

日の医学水準が社会的要請となっておりますれば

尚更その観を深くするものです。どうすれば両者

間の有効なパイプ役をはたせうるのか考えさせら

れますが脚下照観開業医の診療現場で日々発生す

る症例が多数埋没しております点にかんがみこう

した症例の検討会の場をセットし率直な発言をい

詳細な報告は本部より発表されると思います。概

略の内容を申上げます。

。高令化社会に如何に軟着陸するか。

。疾病構造の変化。

。医学の進歩。

。供給体制の変化。

学術担当大橋規男

先生をはじめとした前執行部の御努力、御苦労に

よって出来上った本会を更に充実発展させるよう

微力ながら努力したいと思っています。差し当っ

ては従来の学術集会の他に症例検討会（仮称）を

開いて日常診療に必要な医学的知識の充実向上を

はかりたいと思っていますので、皆様方の積極的

な御助力を切に希望致します。また広報活動をも

う少し活溌にして各種情報の伝達や交換が円滑に

出来るような具体案を検討したいと思っています。

会員の皆様の御指導と御鞭縫を御願いします。

厚生部の事業計画と抱負
会員相互の理解と親睦をはかるために、厚生部

では、年２回のゴルフコンペの開催と旅行の実施

を計画しています。

第１回ゴルフコンペは、７月22日、竜王ゴルフ

コースで開催、参加人員16名、1ラウンド、スト

ロークプレーで瞳技致します。第２回コンペは、

初年度のことゆえ、旅行と一緒に開催する予定です。

親睦旅行は、１０月27日出から28日(日)を予定し、

山中温泉に一泊、翌日はゴルフ組と観光組にわか

れ、夕方、安宅の関「長沖」に集合し、夕食の後、

帰阪の旅程で計画しています。現在出席予定者９

厚生担当村上白士

名、未定12名と参加者が少なく、今後各個に勧誘

するつもりでいます。

会員がお互いに友情と親睦を深め、楽しい雰囲

気を作っていくことは、会の発展のために非常に

大切なことと思います。

初年度のことゆえ、ゴルフ部会員43名中、第１

回コンペ参加は16名、旅行の参加も９名十αとさ

びしい限りですが、総会や研修会等の機会を利用

して、会員がお互いに知り合い、親睦と友情を深

める手助けをしていき、今後は出来るだけ多くの

会員に参加して頂けるよう､努力したいと考えています。

(２）
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各部報告

昭和59年度○Ｃ○Ａ庶務及び事業中間報告と事業計画
副会長三橋二良

l）庶務及び事業報告５９．４．２２．ＪＣＯＡ各県代表者会議

① 会員状況於東京

期首(58.12.3)76名､(59.7.31）現在１１０名59.6.23．各県代表者会議

②会議開催状況（58.121.～59.7.30）於札幌第一ホテル

。総会（定時総会（58.12.3)於ホテル南淘５９．６．２３．ＪCOA総会10周年記念式典懇

。定例理蛎会５回親会於北海道ペケレット湖園

出席役興延合計５２名59.7.15．第７回全国社保懇談会東京

。研修会59.7.22．第１回ＯＣＯＡコルフコンペ竜王ＣＣ

58.12.3．「妓近の骨折の治療」２）‘協業計画

府立病院、浜田先生於ホテル南海59.9.22.～２４第１１回ＪＣＯＡ研修会

５９．２２５．「老人に於ける整形外科的疾患」（宮城県仙台）

関西医大、小川助教授於日光ホテル59.9.22．各県代表者会議（仙台）

59.5.26．「蚊近の０．Ａの治療について』59.9.22．全閣保険懇談会（仙台）

番川医大、上野教授於社会隔祉会館59.10.27.28.0ＣＯＡ秋の一泊懇親旅行

。その他諸会議出席状況５９．１２．１．０ＣＯＡ総会

５９．１．２８兵雌県臨床整形外科医会（三和化学５Ｆホール新大阪）

於神声貿易センター講演会

59.3.13．第６回近畿ブロック会議「Mikrosurgeryを応用した四肢再建手術

於京都なかむらについて」奈良医大助教授玉井進

第57回日本整形外科学会評議員会の報告

恒例の如くＴ,ＣＯ.Ａ進出の評議風の'ｊＩ前の打ち
合せ会のあと、ＰＭ２時から日整会の評議風会へ

出席いたしました。われわれに関係の深い項目に
ついて列記いたしますと。

Ｌ名誉会員推薦の件：関西医大の森教授、京都

の桐、先生等の５名の方が推薦された。

２．次期日整会総会：開催地は岐阜、会災は赤星

教授、会期は昭和60年４月７日（日曜日）から

３，間。

3．次期副会長（次期会長予定者）の選挙：慶応

の泉田教授に決定。

4．認定医制度の規約改訂：２年間の経験にもと

づいて一部不明確な部分を、わかり易く明記さ

れた。

５．１｣篭会認定医名薄作成：発行の予定

6．教育研修会について（卒後生涯教育の件）：

(３１

担当理事・伊達成幸

５９年度から認定医の教育研修委員会を発足し、

同委員会は認定医に、２年間で12単位（ｌ単位

１時間）の研修を受けさせ、その受講証明器の

写しを、中央資格認定委員会へ送付させるとい

うようなことになった。この研修会は、昭和６３

年より疑務づける予定。

7．評議員選挙施行細則の一部変更の件：会員の

所属地区は９月１日の学会雑誌送付先で決る。

投票用紙への記載は指定する人数以内であれば

よく、すなわち単記でもよいことになった。

その他、いろいろな件で討議がされましたが、

主なところは、以上のようなところです。

簡単ですが御報告いたします。



期繰越金

期収益金

第一回ゴルフコンペの報告

ＯＣＯＡ第１回ゴルフコンペは７月22日(日)滋賀

県、竜王ゴルフコースで開催されました。梅雨明

けの不安定な気圧配置でしたが、幸い天候に恵ま

れ、晴時々曇、微風と云う快適なコンディション

で、１５名の会員が参加し楽しい一日を過しました。

優勝篠原良洋先生ネット６５．７

２位西崇男先生６８．０

３位首藤三七郎先生７０．６．

ＢＧ・八幡雅志先生グロス７８

以下６位迄アンダーパーと云う好スコアでした。

ＯＣＯＡ会計中間報告 期間自昭和58年11月１７日

至昭和59年７月１５日

収支計算書並びに貸借対照を作成し御報告申し上げます。

会計 山本

馬場 蝉）（

１）大阪臨床整形外科医会

前

今

（厚生部）

第２回コンペは10月28日(日)親睦旅行と同時に片

山津ＧＣで開催の予定です。来年度からは春・秋

年２回開催することにきまりました。第３回コン

ペは60年５月19日(日)瀬田ＧＣで開催致します。改

めて御案内致しますが、多数御参加頂きますこと

をお願いします。

８６７，６９５

２６７，０８８

1，１３４，７８３

２）大阪臨床整形外科医会貸借対照表
昭和59年７月１５日現在

自昭和58年11月１７日

至昭和59年７月１５日

３）大阪臨床整形外科医会収支計算書

(4)

支 出 収入

印刷通信賀７０，５８O

近畿ブロック会費１０，０００

兵庫臨床整形祝金３０，０００

交通費４９，０００

出張費１５５，４００

雑費５，０００

収益金２６７，０８８

会費５８１，６００

普通預金利息５，４６８

５８７．０６８ ５８７，０６８

資 産の部 負債の部

現金

普通預金

定期預金

３９，０２０

９５，７６３

００．０００

５
５

前期繰越金

支出引当金

８６７，６９５

２６７，０８８

十
号
毎
回 1，１３４，７８３ 1，１３４，７８３



新年理事会（59.1.12）

l）兵庫県臨床整形外科学会に出席の件

三橋、原、大橋各理事出席予定。

2）大阪府単科医会連絡協議会決議文の件

各会員に発送。

3）大阪府臨床整形外科医会名簿作成の件

２月25日の定例理事会にて再度検討の上作成。

4）退会の申出者の取扱いの件

同門の組織担当者が事'情を聴取の上善処する。

５）ＪＣＯＡ本部の大阪府の役員名簿送付の件

全貝了承。

６）学術講演会（２．２５)の件

７）その他

①越宗正先生を本会顧問に推薦（坂本会長）

②昭和58年12月３日開催の総会及び研究会の

報告苫を各近畿ブロック・ＪＣＯＡ本部、

大阪府単科医会に送付。

③勤務医の入会是非について（大橋理事）

随頓可とするも積極的には勧誘せず。

④瀬戸先生（京都府立医大卒）入会勧誘及び

入会後理篭に推薦の件（大橋理蛎）

⑤ｌｊｊｌ８Ｒ整会認定医審査委員会近畿ブロッ

ク会に伊藤成幸理事出席。

２）大阪府単科医会連絡協議会の報告

府下に１３の単科医会

「決議文」を府医師会長及び、郡部の医師

会長へ送付。

３）ＯＣＯＡアンケートの報告の件

回収８５名中58名（68％）

現在先生は、ゴルフをする３４名

しない２４名

大阪臨床整形ﾀ|科医会のｺﾌﾚﾌｺﾝぺがあれば参加

する２８名

しない２７名

不明３名

第１回ゴルフコンペ（７月22日）に参加

する２４名

しない３４名

秋の－泊親睦観光旅行に参加
ウ●

す る２３名

しない３５名

アンケートの結果参加希望者が定員オーヴ

ァー、検討の末予定通り実施。

４）役員の電話連絡網の件

会長に一任。

５）Ｊ､ＣＯＡ近畿ブロック会への出席の件

①日整会の認定医制度とﾘｳﾏﾁ学会専間医制度と

の関連について､日整会の方針にＱＣＱＡは準ず６

．社保懇が７月１５日仙台で開催予定

議題を求む。（原理事）

⑧近畿ブロック会の年会費について

ＯＣＯＡも予算制度化が必要。（稲松監事）

６）次回研究会の件

④５月26日（香川医大上野良三教授）

ＯＣＯＡは協賛。

◎12月１日tij総会時

（手の外科奈良医大玉井助教授）

1．名札着用

２．自己紹介

７）広報部設立の件

広報部長大橋規男先生。

８）その他

①瀬戸信夫先生会則にもとづき新理事就任。

、名簿作成。

ｅＯＣＯＡ基金より50万２年定期。

ｅ日整会学術総会は土、日曜日を含むよう要諦。

第２回理事会（59.2.25）

l）兵庫県臨床整形外科医会の学会の報告

当会より三橋、原、大橋理事が出席

兵庫県の会員数１８２名（勤務医を含む）

全員日整会々員

会黄勤務医年額３，０００円

開業医〃１０，０００円

研究会年３回

更に会員を４～５プﾛｯｸに

分けて症例検討会を催す。

当ｎの講演①中高年の心理と病理

松下電器健康管理センター副所長
京都教育大学講師

小西郷夫

②整形外科の未来像

日本臨床整形外科医会副会長
高山整形外科病院院長

ソ妙S

Eiﾐ［’’
一
回
向

(5)

ＯＣＯＡ理事会報告
一



第３回理事会（59.3.14）

1）近畿ブロック会の報告

報告事項

1．第２回ＪＣＯＡ理事会について

２．委員会の会議費と旅費について

３．ＪＣＯＡニュースの予算化について

４．事務局だより（毎月出す）

５．会費値上げについて（据え超く）

６．各ブロック会の費用について（各々費用捻出）

７．日医診療報酬検討委員会報告

８．ＪCOA学術集会(信原委員長、吉良、南委員）

９．慶弔規定（会員死亡本部より２万円）

１０．会計報告

協議事項

１．今後の近畿ブロック会について

２．保険についての連絡会

３．研修会について（隣接府県で交流しては？）

４．各府県の医師会と整形外科医会との関係について

５．リウマチ専問医制度について

６．次回幹事（兵庫県担当９／1～9／2）

２）ＪＣＯＡ10周年記念功労者推薦の件

越宗正先生及び現理事、幹事を推薦

本部の意向を打診

３）ＯＣＯＡ名簿作成の件

早急に作成のこと

４）その他

①新任理事として;京都府立医大卒の瀬戸先生を紹介。

②１２月１日のＯＣＯＡの総会々場は三和化学営業

所5Fホール(新大阪)にて行うことに決定。

③５月26日の保険医協会外科研究部会主催の

研究会はＯＣＯＡも協賛するので全会員に

案内状を発送。尚、当日の座長は、学術担

当、副会長吉田先生に又、謝辞は原理事に

おれがいすることとなった。

④７月22日のＯＣＯＡの第１回ゴルフコンペ

は彦根プリンスホテルに６名宿泊して、２

組（８名）増員可能となる。従ってゴルフ

場は、合計６組予約可となる。７月２１日役

員の先生方の宿泊をおねがいしたい｡(村上）

⑤秋の一泊旅行は、村上理事が試案を作成し、

三橋副会長、厚生担当の村上、大橋、瀬戸

理事が中心となって早急に検討。

⑥９月１日のＪＣＯＡ近畿ブロック会への参

加者は坂本会長、吉田、三橋副会長、村上、

伊藤、大橋、瀬戸の各理事に決定。

⑦症例検討会の第１回当番幹事は大橋理事に

おれがいすることとなり、９月か、１０月頃

に開催予定。

③次回理事会は５月９日(水)午後８時30分に決

定。

⑨今後は電話連絡網により連絡。

(６）

第４回理事会（59.5.9）

1）５９年度第1回ＪＣＯＡ各県代表者会議の報告

１．理事会報告（会計・事業報告・計画等）

学術振興基金の件について

２．表彰者は最終的には未決定

３．第11回仙台研修会について

４．札幌総会１０周年記念式典について

５．６月23日各県代表者会議の議題について

６．リウマチ認定医について

７．ＪＣＯＡ賛助会員募集の件

４月22日現在全口で６５

その内大阪は川本繍帯㈱（村上理事）

池上義肢製作所（坂本会長）

８．その他

７／１５社保懇談会について（原理事）

厚生省より専問家を招聡して８００項目に

わたる医療改革の説明を、医師側から７～

８項目の質問を、午後は、日医幹部を招恥

して懇談会を、又、アンケートを実施の予定。

５８．５．総金額点数}増減データー作成
５９．５．〃〃

２）第１回ゴルフコンペ

７月22日竜王Ｃ､Ｃ８：30スタート

第１回親睦旅行

１０月２７．２８日山中温泉方面に決定

３）第１回症例検討会の件

部位や疾患をしぼって症例を集めるべきか？

症例が集まった場合、それをどう処理するか？

その場で結論が出ぬ場合は専問家をたずねる

テーマをしぼらずに気軽に話し合える会合へ

いろいろな方法で検討しながら、だんだんと

方向づけをしていく。

今秋をめどに第一回症例会を開催。

４）その他

会誌発行の件

各担当理事の事業計画及び報告

原稿用紙２枚位に次の理事会までに横書きで、

瀬戸理事へ提出。

Ｆ~～１口メモ「賛助会員」～～～～～～へ７

１ＪCOA会計の流動資金の拡充の為に、’
１準会員扱いとする会員を、製薬メーカー、１

１及び関連業者を対象に入会を募集された１
１

１もの｡年会費5万円也 Ｉ
》～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～､



1.

２

１６名

各自払い

（５，０００円）パーティ代
稲畑産業

マルホ（１０，０００円）

現在参加者９名

バス旅行は無理

参加者

プレイ費

会費

賞品

寄付

親睦旅行

３

厚生部用の口座

三和銀行森小路支店

階）ＮｏＬ４２４９５９

大阪臨床整形外科医会厚生部

村上白士

６）症例検討会の件（大橋）
５９．１１．１０.於三和化学大阪メディカルﾎー ﾙ

（新大阪）

７）ＯＣＯＡブロック制について（書類送達等の為）
（三橋）

全員一致で承認

８）その他

イ）９月１日第７回ＪＣＯＡ近畿ブロック会の件
吉田、伊藤、大橋、村上、瀬戸、坂本の各
理事方が出席予定

ロ）会誌は瀬戸、大橋両理事に原案をねっていた

だき形式が決り次第大正製薬へたのむ

ハ）ＯＣＯＡも賛助会員をつのってはどうか？

Vol､１．Ｎｏ．３（1984.5.8）

。近畿ブロック会、３月10日京都で開催

◎関東ブロック研修会、２月18日東京で開催

関東ブロック各県代表者会議３月３．４日栃木

県で開催

３．日整会だより（ＪＣＯＡ関係の出題者紹介）

4．日整会社保委員会報告

5．各委員会だより

。社保委員会（９月22日ＪＣＯＡ社保懇談会、

１２月２日全国保険審査委員会）

。会誌編集委員会(秋に10周年記念誌予定）

・学術委員会(認定医のための学術集会･学会誌

刊行を計画したい）

本年２月よりＪＣＯＡ蝿’1Ｉ会と各県代表との連絡

を目的として「Ｈ本臨床催形外科医会覗務局だより」

が毎月発行されていますのでその概略をお知らせします。

Vol､１．Ｎ０．１（1984.2.27）

会員の現況報告（全会瓜２７４２名）

昨年の’協業報告と今年の計画予算

（ＪＣＯＡＮｅｗｓ参照）

臼整会教育研修識座について

(認定医に対する研修。ＪCOAとしての学術集会も予定）

会則変更(役員は各県代表を兼ねる噸が出来ない等）

各県記念輔業のお祝い金(JCOAより３万円出す）

賛助会員・学術振興基金について

ＪＣＯＡｌＯ周年記念行蛎について

(６月23日札幌で記念式典。９月仙台で研修会記

念講演。記念誌発行予定）

体協との問題について

第５回理事会（59.7.18）

1）ＪＣＯＡ社保懇報告（７月15日東京）（原）
・厚生省医務局の古川医勝課長講演(２頁参照）
。日医健保理‘!j報告

７／4からの政府交渉の経過

診療報酬のからみ

医師会の政治的な力

２）日整会評議委員会（６月２１日於札幌)(伊藤）

（３頁参照）

。副会長選出の件

総会にて泉田先生に決定、再来年の学会は、東

京にて開催

。1.1整会名播会員の件

・次期、整会（赤星会長）

６０４／７（Ｒ)、４／８（月）、４／９（火）於岐阜

・定款の一部改定

賛助会員の項をもうけ、費用を捻出して会費を
値上げしないようにする。

。評議委員の選出方法の変更

３名連記制だったものを２名でも単記でも可

・認定医制度の不備な点を変更

教育研修委働会を作り、２年間に12噸位を修得、
１時間をｌ単位、識師は大学の訓師以上

３）ＪＣＯＡ総会の報告(６j123I1於札幌）（吉川）
４）ＪＣＯＡ各県代表者会議（〃）の報告(坂本）
５）第１側ゴルフコンペ及び親睦旅行の件（村上）
７／２（於竜王Ｃ､Ｃ）

Vol､1．Ｎｏ．２（１９８４．３．３０）

４
５
６
７

１．ＪＣＯＡこれからの行蛎予定（ＪＣＯＡＮｅｗｓ参照）

2．ブロックだより

(７１

1．社保委員会より

９月22日出仙台東急ホテルでＪＣＯＡ保険懇談会

テーマ「改正後の保険点数の不合理な点」

「次期改正時における要望」

１２月２日(日)全国社保審査委員連絡協議会

2．研修会だより

８

ＪＣＯＡだより抜粋



（仙台研修会５月５日現在、会員２４７名予備登録）

３，各県だより

（秋田県では開業医だけの第１回総会、５月12日）

４．４月の新入会

（大阪24名､福岡６名､沖縄６名､東京２名､高知1名）

Vol､１．Ｎ０．４（1984.6.4）

Ｌ

２

研修会だより（本登録をして下さい）

各県だより

（秋田県と茨木県で会が発足しました）

秋田県整形外科開業医会

日本臨床整形外科医会茨木県支部

3．事務局だより

（10周年記念表彰者正式決定各県会員の約10％）

Vol､１．Ｎ０．５（1984.6.28）

1．総会１０周年記念式典の報告

６月23日於ペケレット湖畔出席130名

日整会報告、事業会計報告、慶弔規程承認

１０周年記念表彰（２５５名）

2．各県代表者会議

（６月23日、於札幌第一ホテル、出席65名）

ａ賛助会員の募集に協力を

4．事務局にワープロが入りました

.会員名簿追加と訂正

ｏ会員名簿追加

郵便

番号

５６７

５７０

５９５

５６７

ふりがな

氏名．

ましもたけみ

下武己

さらさだお

吉良貞雄

かわいひでろう

河合秀郎

おおたけせつろう

大竹節良‘

開業

勤務
別

開業

正〃

ﾉリ

〃

医療機関名称

マシモ医院

吉良

整形外科

河合整形

外科病院

大竹

整形外科

医療機関所在地

茨木市大池
２－１－２５

守口市高瀬町３－４５

泉大津市豊中955-5

茨木市総持寺
１－１７－２６

。会員名簿の訂正とおわび

誤 正

木段康時木股康時

９９１－２７３０９９６－０８３３

電話番号 自宅住所 電話番･号

０７２６

３５－１１３１
同左

０７２６

３５－１１３２

０６ 〒５６５

9９８－７６００ 吹田市古江台2－５－１５

０７２５

２１－６２２２
泉大津市戎町６－１０

０７２５

３２－６３２８

０７２６

２７－２２９１
同左

０７２６

２７－２２９１

０ＣＯＡ会員の先生方へ

ＯＣＯＡをより良い会にするために、会員の先生方の御意見、御希望等を下記宛お寄せ

下さい。会誌発行の予定もあります。

ＯCOA広報担当瀬戸信夫

〒535大阪市旭区大宮２－１７－１４

ＴＥＬ９５１－２３８７

(８１



(～～-一口メモ～～～～～～～～～～～～～～～（

|「学術振興基金」
｛第56回､日整会総会に於いて､ＪＣＯＩ
ＩＡ三木仁会長が名誉会員として表彰され､’，それを記念して三木会長は､金,００万｜
（円をJCOAに寄附された｡ＪCOAはＩ！この,００万円を基に､学術振興基金を｜
｜設立し､ＪCOA会員よりの寄附金をこ｛
ｌれに加算して、基金の拡大充実を画り、１

１将来はこの基金より、ＪCOA会員の優’
１秀な学術研究論文に対し、表彰することｌ

ｌを目的とした基金。
I～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～Ｉ

編集後記

会員諸氏の期待に反して、健保法の改

正も大きな修正もなく国会を通過しまし

た。加えて今夏の猛暑、皆様如何お凌ぎ

ですか。

ＯＣＯＡ会員相唖の意志疎通のために

も、早急に広報誌をとの声も多く、ＯＣ

ＯＡＮｅｗｓとして年数Ｕ発行の予定でこ

の会報を出すことになりました。第１回

目なので、新役員の抱負、各部の計画や

報告を主体に、理事会報告、ＪＣＯＡ事
務局だより抜粋、を掲載しました。理事

会は概ね２ケ月に１回開かれております

が、その議事録から簡単でもなるべく内

容がわかる様にと配慮したつもりでした

が、出来上ってみると、内容に電複個所

があり、ＪＣＯＡ広報誌とのかさなりも
みられます。

今後は会員の皆様の御意見や、学術集
会の要約等も加えて内容の充実を計りた

いと存じていますので、諸先生方の御意

見、御希望等の投書も燕ってお願い致し

ます。（ＮｏＳ記）

発行大阪臨床整形外科医会
事務局大阪市東区安土町２－３０

大阪国際ビル１６Ｆ

坂本整形外科内
電話０６－２６６－０６６６

編集者坂本徳成
三橋二良
大橋規男
瀬戸信夫

ＲＸ９６Ｂ５２Ｂ

運動制限の原因となづている
窪痛の改善に

(9)

鋒
筋緊張性痩痛疾患治療剤司筋緊張性痩痛疾患治療剤震

⑥

四．司牛甜韻錠画ノ

１２５ｍｇ･２Ｓ０ｍｇ露錘１２５ｍｇ･２Ｓ０ｍｇ
カルバミン酸クロルフエネシン製剤●健保適用

RlNLAXER

《効能･効果》運動器疾患に伴う有痛性症縮：

腰背痛症､変形性脊椎症、椎間板ヘルニア、

脊椎分離．とり症､脊椎骨粗潅症､頚肩腕症候群。

露蕊欝室斜
●ご使用の識は製品添付文書の用法･用風､使用上の注意をご覧下さい


